
 

 

今日がだめでも、またあした 

 

しっかりした子に育ってほしい、優しい子に育ってほしい、我慢できる子に育ってほし

い・・・・・と願っていても、どう関わったらいいか悩むことも多いと思います。  

１歳、２歳の子が、お友達が使っているブロックをだまって持っていってしまいました。

そんな時、保育園では、じっくりとその子と向き合って、目を見て、同じ目線で話すよう

に努力します。叱るのではなく「このブロックは、はじめ○○ちゃんが使っていたね。○

○ちゃんは貸してあげるっていったのかな？」から始まって、貸してほしい時の対応や、

貸してもらえない時はどうすればいいか、その都度丁寧にゆっくり伝えていきます。くり

かえし、くりかえし『いつかはわかってくれる』そう信じて、伝え続けます。叱りたくな

ることもありますが、大きな声で叱ってしまうと、子どもには叱られた感情だけが残り、

パニックになったり、叱った人に反感をもったりして、なかなか素直に受け入れてくれな

くなるものです。子どもはわからないのですから、叱るのではなく、丁寧に言い聞かせて

いくのが原則です。小さい子のしつけに、一発で効く特効薬はないといってもよいでしょ

う！くりかえし、くりかえし、大切なことを叱らずに、でも譲らずに伝え続ける、こんな

保育を私達はずっと大切にしてきました。ですから、廊下の隅で、お部屋の隅で、小さく

なって、子どもと目線を合わせながら、真剣に言い聞かせている職員をよく見ます。  

また、好き嫌いの多い子や、柔らかい食べ物しか食べられない子が最近多くなってきて

いるようで気になりますが、なおしたいと思ったら、まずは空腹にさせること、その次に、

いきなりたくさん食べさせるのではなく、本当に少し・・・大豆の一粒ぐらいを食器によ

そって「どんな音がするのかな？ほら○○ちゃんが食べたらいい音聞こえるね。よ～くか

むとどんどんおいしくなるんだよ。これは“きゅうり”って言うんだよ。」と、やさしく話

しながら一口でも食べた時は、思いきり喜んで、自信につなげていきましょう。今日がだ

めでもまたあした、いつかは食べられるようになると信じて、くりかえし、くりかえしで

す。  

しつけをしようと思ったら、まず、何をしつけたりのか、親がはっきりさせること。次

に、そのことをあきらめずに伝え続けようと決心すること。そこからしつけは始まるのだ

と思います。欲張らず、たった１つか２つのことをきちんと言い続けることがコツだと思

います。１つができるようになれば、ほめること、認めることができ、子どもは嬉しくな

って、ますますほめられることをしようとします。全てがうまくいきはじめます。  

くりかえしますが、しつけは、子どもにとってよいことを、愛情を持って言い続け、し

つづけようと決心した人だけが成功するのです。今日がだめでも、また明日、いつかはわ

かる。いつかはできる。そう信じて歩んでいきましょう。 


